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第 2 章では、《音楽の花束》の「序文」を分析した。まず、第 1 節では「序文」
を扱う先行研究を概観し、2001 年のウィルソンの研究では、4 ヶ国語で書か
れた「序文」の言語間の差異に、十分に注意が払われていないことを指摘した。
第 2 節、第 3 節では、《第 1 集》と《第 2 集》の「序文」を取り上げ、楽曲の
様式と曲集成立の背景の観点から、「序文」におけるムッファトの意図を読み
取った。その結果、《第 1 集》と《第 2 集》のどちらにおいても、バレエ音楽
を取り入れるだけではなく各国の音楽様式を混合することが志向されており、
中でも、《第 1 集》では様式の混合、《第 2 集》ではバレエの様式の紹介に重
点が置かれていることが分かった。




リュリ Jean Baptiste Lully（1632-1687）のバレエ音楽と、ドイツの同時代の
管弦楽組曲、そしてイタリアのソナタと比較した。第 3 節では、《音楽の花束》
120 mixed muses no.7
に含まれる序曲、表題曲、バレエの書法をそれぞれ分析した。
楽曲分析の結果、組曲の構成においてはバレエ音楽の特徴が顕著に取り入れ
られている一方で、楽曲においてはムッファト独特の書法が見られることが分
かった。ムッファトが「序文」の中でリュリの様式を推奨しているように、楽
曲の構造やリズムの点ではリュリの書法がよく模倣されている。しかし、対位
法的でより複雑な内声部の書法や、半音階進行を含む和声書法には、ムッファ
トの独自性が見られる。また、《音楽の花束》のバレエに関しては、ムッファ
トがイタリア風に作曲したバレットとの間で、旋律のリズムや装飾的な音型が
共通している。こうしたことから、ムッファトは、リュリに代表されるフラン
スのバレエの様式を踏襲しながらも、その中に対位法的な書法やイタリア音楽
らしい特徴を盛り込んでいると言える。
筆者は、このようなムッファトの書法は、バッハやテレマンに先立って様式
を混合する手法の表れだと考える。今後は、《音楽の花束》と同時期に書かれ
た管弦楽組曲においても、混合様式の先駆的な書法が見られるのではないかと
いう仮説に基づき、1700 年前後のドイツにおけるフランス音楽の受容と混合
様式の成立の詳細を明らかにしていく。
